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第 75 回  舞 踊 学 会 全 国 大 会  一 般 研 究 発 表 （ 2023 年 12 月 2 日 ）  

 

Ａ．サン＝レオン著『ステノコレグラフィ』におけるグリセの変容  

 

赤 塚 健 太 郎 （ 成 城 大 学 ） akatsuka@seijo.ac.jp 

 

１ ． 発 表 の 目 的  

【 バ レ エ と す り 足 】  

  17 世 紀 後 半 か ら 18 世 紀 初 頭 の ダ ン ス ： バ レ エ の 基 礎 的 な 技 法 や 用 語 を 確 立  

  特 徴 ： グ リ セ glissé（ 足 を 地 面 に 触 れ た ま ま 滑 ら せ る す り 足 ） の 重 視 ・ 多 用  

  疑 問 ： バ レ エ に お け る グ リ セ は 、 ど の よ う な 過 程 を 経 て 重 要 性 を 失 っ て い っ た の か ？  

 

【 Ａ ． サ ン ＝ レ オ ン の 理 論 書 へ の 着 目 】  

  理 論 書『 ラ ・ ス テ ノ コ レ グ ラ フ ィ あ る い は ダ ン ス の 速 記 術 La Sténochorégraphie, ou Art  

d'écrire promptement la Danse』（ 1852 年 ）（ 以 下 、『 ス テ ノ コ レ グ ラ フ ィ 』）  

  著 者 ： ア ル テ ュ ー ル ・ サ ン ＝ レ オ ン Arthur Saint-Léon（ 1821–1870）  

  独 自 の ダ ン ス の 記 譜 法 を 確 立 し 、 バ レ エ の 練 習 課 題 を 豊 富 に 記 録  

  二 面 性 ： 1700 年 代 初 頭 か ら の グ リ セ を 受 け 継 い で い る 面 と 大 き く 変 化 し て い る 面  

 

【 本 発 表 の 問 題 設 定 】  

  発 表 の 目 的 ：『 ス テ ノ コ レ グ ラ フ ィ 』 の 検 討 か ら 、 グ リ セ の 変 容 を 明 ら か に す る こ と  

  対 象 の 限 定  

  関 連 の 深 い タ ン ・ ド ・ ク ー ラ ン ト tem(p)s de Courante に も 着 目  

  付 随 的 に 入 り 込 ん で く る 小 さ な す り 足 動 作 と グ リ ッ サ ー ド glissade は 除 外  

 

 

２ ． 19 世 紀 半 ば ま で の グ リ セ  

【 フ イ エ の 『 コ レ グ ラ フ ィ 』 の グ リ セ 】  

  理 論 書 『 コ レ グ ラ フ ィ 』（ 1700 年 ）  

  著 者 ： ラ ウ ル ＝ オ ジ ェ ・ フ イ エ （ 1659 か ら 60-1710）  

  フ イ エ の 述 べ る グ リ セ  

  説 明 ：「 足 が 進 み な が ら 地 面 の 上 を 滑 る と き 」（ Feuillet 1700, 2）  

  パ ・ グ リ セ ： １ 歩 の 移 動 に T 字 状 の 記 号 を 加 え る （［ 図 １ ］）  

 

【 使 用 例 １ ： ク ペ 】  

  フ イ エ の 示 し た 「 前 方 へ の ク ペ Coupé en avant」（［ 図 ２ ］）  

  １ 歩 目 ① ： 膝 を 曲 げ 上 体 を 下 げ る プ リ エ plié 

  １ 歩 目 ② ： 膝 を 伸 ば し つ ま 先 立 ち に な る エ ル ヴ ェ élevé 

  プ リ エ → エ ル ヴ ェ の 伸 び 上 が り ： 強 勢 表 現 （ 赤 塚  2021, 59）  

  ２ 歩 目 ： 高 め ら れ た 上 体 が パ ・ グ リ セ で 前 へ と 運 ば れ る  
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【 使 用 例 ２ ： タ ン ・ ド ・ ク ー ラ ン ト 】  

  フ イ エ の 示 し た タ ン ・ ド ・ ク ー ラ ン ト （［ 図 ３ ］）  

  そ の 場 で の プ リ エ → エ ル ヴ ェ に 、 パ ・ グ リ セ を 続 け る  

  特 徴 ： 伸 び あ が っ た 体 勢 で 行 う す り 足 に よ り 、 荘 重 な 身 体 を 誇 示  

  ピ エ ル ・ ラ モ Pierre Rameau（ 活 動 ： 18 世 紀 前 半 ） の 理 論 書 『 ダ ン ス 教 師 Le maître à 

danser』（ 1725 年 、 パ リ 出 版 ）：「 パ ・ グ ラ ー ヴ pas grave」 と い う 別 名  

 

【 18 世 紀 半 ば 以 降 の 状 況 】  

  18 世 紀 半 ば 以 降 の グ リ セ ： 動 作 タ イ ミ ン グ ま で 含 め た 詳 細 は 不 明  

  タ ン ・ ド ・ ク ー ラ ン ト ： バ レ エ の 練 習 課 題 と し て 長 命 を 保 っ た  

  例：ミ シ ェ ル・サ ン ＝ レ オ ン Michel Saint-Léon（ 1777?-1853）の 手 稿 の『 ダ ン ス 練 習

帳 Exercises de 1829』（ 1829）  

  サ ン ド ラ ＝ ノ ル ・ ハ モ ン ド の 先 行 研 究 （ Hammond 1984; 1992）  

  伸 び 上 が り 動 作 に す り 足 を 続 け る 点 に 概 ね 変 化 が な か っ た こ と を 指 摘  

 

 

３ ．『 ス テ ノ コ レ グ ラ フ ィ 』 の グ リ セ  

【 タ ン ・ ド ・ ク ー ラ ン ト の 衰 退 】  

  19 世 紀 半 ば ： タ ン ・ ド ・ ク ー ラ ン ト の 消 滅 と グ リ セ の 変 容  

  ア ル テ ュ ー ル ・ サ ン ＝ レ オ ン の 理 論 書 『 ス テ ノ コ レ グ ラ フ ィ 』  

  タ ン ・ ド ・ ク ー ラ ン ト の 不 在  

 

【 サ ン ＝ レ オ ン に よ る グ リ セ の 説 明 】  

  記 譜 法 解 説 に お け る グ リ セ の 定 義 ： フ イ エ と 類 似  

  「 脚 が 、あ る ポ ジ シ ョ ン か ら 別 の ポ ジ シ ョ ン へ と 地 面 を 滑

り な が ら 進 む こ と 」（ Saint-Léon 1852, 31）  

  独 立 し た ス テ ッ プ と し て の 扱 い の 喪 失 ： フ イ エ か ら の 変 化  

  グ リ セ の 記 号 ： 動 作 間 に 使 用 → 動 作 の つ な ぎ へ と 変 貌  

 

右 足 の 到 達 地 点  

右 足 の  

移 動 開 始 地 点  

グ リ セ  

の 記 号  

［ 図 １ ］ パ ・ グ リ セ の 記 号

（ Feuillet 1700, 11）  

２ 歩 目  
１ 歩 目  

［図２］前方へのクペ  

（ Feuillet 1700, 54）  

グ リ セ  

［図３］タン・ド・クーラント  

（ Feuillet 1700, 47）  

グ リ セ  

［図４］グリセの記譜例  

（ Saint-Léon 1852, 31） 

グ リ セ の 記 号  

時 間 の 流 れ  
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【 練 習 課 題 25 の 考 察 】  

  練 習 課 題 25 の グ リ セ  

  小 節 線 を 跨 ぐ 形 で 、 プ リ エ を し た 状 態 で 前 に 進 む 一 歩 に グ リ セ の 弧 線  

  後 続 す る 跳 躍 に 備 え る た め 低 め た 体 勢 で 実 施 → 別 動 作 の 準 備 に  

 

［図５］『ステノコ レグラフィ』の練習課題 25 前半（ Saint-Léon 1852, PLANCHE X）  

 

【 練 習 課 題 9 と 10 の 考 察 】  

  練 習 課 題 9 と 10 の グ リ セ  

  両 脚 プ リ エ か ら 片 脚 を 空 中 へ 伸 展 す る グ リ セ → 地 面 と の 接 触 を 放 棄  

  低 め た 体 勢 に お け る 準 備 動 作 と し て の 性 格  

 

［図６］『ステノコ レグラフィ』の練習課題 9 前半（ Saint-Léon 1852, PLANCHE II）  

※ ス テ ッ プ 復 元 に 際 し 譲 原 の 文 献 （ 2007, 128-129） を 参 照 し た  

 

４ ． ま と め と 展 望  

【 考 察 の ま と め 】  

  本 発 表 の 指 摘 ：『 ス テ ノ コ レ グ ラ フ ィ 』 の グ リ セ の 二 面 性  

①  継 承 ： フ イ エ 以 来 の グ リ セ の 定 義 を 受 け 継 ぐ  

②  変 容 ： グ リ セ を 独 立 し た ス テ ッ プ 単 位 と し て 扱 う こ と を 放 棄 → 他 の 主 た る 動 作 に 奉 仕

す る 準 備 や 一 種 の 表 情 付 け に  

  動 作 の つ な ぎ や 後 続 動 作 の 準 備 に 変 化  

  絶 え ざ る 地 面 と の 接 触 も 不 要 に  

  プ リ エ で 低 め た 体 勢 で の 実 施 が 顕 著  

グ リ セ  

グ リ セ  

グ リ セ  
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【 背 後 に あ る バ レ エ の 変 化 】  

  貴 族 的 な ダ ン ス 文 化 の 衰 退  

  フ イ エ の 時 代 ：「 低 い ダ ン ス danse par bas」 ＝ 接 地 を 絶 や さ な い よ う な ダ ン ス を 尊 重  

  19 世 紀 ： 上 方 へ の 志 向 性 の 高 ま り  

  超 自 然 的 な 題 材 や 表 現 の 流 行  

 

【 フ レ ー ズ 構 成 の 問 題 】  

  フ イ エ の 時 代 の グ リ セ ： し ば し ば フ レ ー ズ を 閉 じ る 機 能  

  〈 ア シ ル の ブ レ 〉 冒 頭 頁 （ Péc our 1700 , 1）： ４ 小 節 の 旋 律 フ レ ー ズ の 最 後 に グ リ セ  

  す り 足 の 摩 擦 で 勢 い を 減 殺 し 、 一 連 の 動 き に ブ レ ー キ  

  『 ス テ ノ コ レ グ ラ フ ィ 』 の グ リ セ  

  低 い 体 勢 で 行 わ れ 続 く 動 作 を 導 く た め 、 フ レ ー ズ を 閉 じ な い  

 

【 課 題 】  

  本 発 表 の 考 察 ： 100 年 以 上 を 隔 て た ２ つ の 時 代 の 比 較 に 終 始  

  今 後 の 検 討 課 題  

  グ リ セ の 変 化 が 生 じ 、 拡 大 し た 過 程 の 詳 細  

  練 習 課 題 と サ ン ＝ レ オ ン が 記 譜 し た 実 際 の 振 付 に お け る グ リ セ の 違 い  

  フ イ エ の 時 代 の グ リ セ ： フ レ ー ズ を 閉 じ る 機 能 が 、 ど の 程 度 の 範 囲 で 見 ら れ る か  

 

 

参 考 文 献 リ ス ト （ 直 接 に 引 用 ・ 参 照 し た も の の み 掲 載 ）  
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  Sandr a Noll  H ammo nd.  199 2.  “ Step s t hro ugh Tim e: Sel ecte d Dance  V ocab ular y of  the  

Eight eent h an d Ni net e enth Cent urie s.”  Dan ce Re sear ch V ol. 10,  No. 2 : 93 -108 .  

 

※ 使 用 動 画  

ス テ ッ プ 実 践 を 成 城 大 学 大 学 院 の 吉 田 久 瑠 実 さ ん に お 願 い し 、 ヴ ァ イ オ リ ン 伴 奏 は 発 表 者 が 行 っ た 。  

 


